
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

沖釣り漁師のバート·ダウじいさん 
ロバート・マックロスキー さく わたなべ しげお やく 童話館出版 Ｅ－マ  

 「潮
しお

まかせ」という名
な

のおんぼろ舟
ぶね

に乗
の

ったバートじいさんは、チャカチャカバンとエン

ジンの音
おと

をひびかせながら、沖釣
お き づ

りにでました。釣
つ

りばりをしっぽにひっかけて、くじらと

知
し

り合
あ

いになったそのとき、突風
とっぷう

がふきつけ、大波
おおなみ

が舟
ふね

にぶつかってきました。きけんを感
かん

じたバートじいさんは、舟
ふね

ごとのみこんでほしいと、くじらにたのみました。 

雨のふる日に 

 

がんばれヘンリーくん 
ベバリイ・クリアリー 作 松岡 享子 訳 学研 ９３３－ク 

 三年生
さんねんせい

のヘンリーは、あばら骨
ぼね

が見
み

えるほど、ひどくやせた犬
いぬ

に会
あ

いました。その犬
いぬ

をバス

でうちにつれて帰
かえ

ろうとしますが、運転手
うんてんしゅ

は、生
い

きものをそのまま乗
の

せてはいけないと言
い

うし、

外
そと

は暗
くら

くなってきて雨
あめ

もポツポツふりだしました。ヘンリーはいろいろ考
かんが

えて、犬
いぬ

を紙
かみ

とひも

でつつんでバスに乗
の

りました。ところが、その大
おお

きなつつみが、ガサガサガサと動
うご

きだしたの

です。 

あめのち ゆうやけ せんたくかあちゃん 
さとう わきこ さく・え 福音館書店 Ｅ－サ 

あらしのようなあめがふりつづいて、かあちゃんはせんたくができませんでした。つぎの

ひ、おひさまがすこしだけかおをだしたので、かあちゃんはかわでせんたくをはじめます。

せんたくものをぜんぶあらってしまうと、はっぱといっしょにへんなものがながれてきまし

た。 
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みずたまり 
ロジャー・デュボアザン え アデレイド・ホール さく こみや ゆう やく 好学社 Ｅ－デ 

めんどりがみずたまりをのぞきこんで、「まあ、たいへん!めんどりが、みずのなかにおっこ

ちてるわ!」とおおきなこえをあげました。あつまったどうぶつたちも、くちぐちに「どうぶ

つたちがおっこっちゃってる!」とおおさわぎになりました。 

コブタと大こうずい 

Ａ．Ａ．ミルン ぶん 石井 桃子 やく 岩波書店 ９３３－ミ 

 雨
あめ

がふりつづき、水
みず

かさはコブタの家
いえ

のすぐきわまであがってきました。コブタは、無人
む じ ん

島
とう

に

すんでいたある人
ひと

が、びんのなかになにか書
か

いて、海
うみ

へほうりこんだという話
はなし

をおもいだしま

した。コブタは、小
ちい

さな紙
かみ

きれに「たすけてくたさい!コプタ(ぽく)」と書
か

き、びんに入
い

れて窓
まど

からのりだし、もうこれ以上
いじょう

遠
とお

くへは、なげられないというところまで、遠
とお

くへ、びんをなげ

ました。 

雲ごよみ 天気と季節の観察図鑑 

高橋 健司 写真・文 山川出版社 ４５１－タ 

春
はる

から夏
なつ

に移
うつ

るときの曇
くも

りや雨
あめ

が続
つづ

く天気
て ん き

を「梅雨
つ ゆ

」と呼
よ

びます。梅雨
つ ゆ

の天気図
て ん き ず

を見
み

ると、梅雨
ば い う

前線
ぜんせん

は日本
に ほ ん

付近
ふ き ん

でほとんど動
うご

きません。前線
ぜんせん

の北側
きたがわ

は春
はる

の天気
て ん き

、南側
みなみがわ

は夏
なつ

の天気
て ん き

です。前線
ぜんせん

は

季節
き せ つ

の境目
さかいめ

となり、ちょうどその場所
ば し ょ

で春
はる

と夏
なつ

が「押
お

しくらべ」をしているのです。 

山賊のむすめローニャ 

リンドグレーン 作 大塚 勇三 訳 岩波書店 ９４９－リ 

 雷
かみなり

がとどろき、鳥
とり

女
おんな

たちがわめき叫
さけ

ぶ夜
よる

、ローニャは生
う

まれました。その 雷
かみなり

が、山賊
さんぞく

の

城
しろ

をまっ二
ぷた

つにさいてしまいます。裂
さ

けめをはさんで、一方
いっぽう

にはローニャの父親
ちちおや

マッティスを

頭
かしら

とする山賊
さんぞく

が、もう一方
いっぽう

に大敵
たいてき

ボルカとその息
むす

子
こ

ビルクが住
す

んでいました。そしてある日
ひ

、

ローニャとビルクは出会
で あ

います。 


